
※
那
覇
便
は
神
戸
経
由
。
予
約
の
際
は
航
空
会
社
に
問
い
合
わ

せ
を
。出
発
時
間
は
掲
載
日
翌
日
の
も
の
で
変
更
の
場
合
あ
り
。

Ｓ
Ｋ
Ｙ
（
ス
カ
イ
マ
ー
ク
）
０
５
７
０
（
０
３
９
）
２
８
３

９
Ｃ
（
春
秋
航
空
）
０
５
７
０
（
６
６
６
）
１
８
８

Ｃ
Ｚ
（
中
国
南
方
航
空
）
０
５
７
０
（
０
９
５
）
５
３
９

茨
城
空
港
発
着
便
予
約
状
況
（
�
日
）

○
空
席
あ
り

△
残
席
わ
ず
か

×
満
席

－
便
な
し

茨城発 �������
行先便名 発時分水木金土日月火
神戸ＳＫＹ１８３�：�○○○××××
神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９１�：�○○△×○○○
札幌ＳＫＹ７９５�：�○○○○○○○
那覇ＳＫＹ５３３�：�○△△△△××
福岡ＳＫＹ８３１�：�○○△○○○○
福岡ＳＫＹ８３５�：�○○○○○○○
上海９Ｃ８９８８�：�－○○○○○○
上海９Ｃ８７９６�：�－－○－○－－
深圳ＣＺ６０４２�：�－－－○○－－

茨城着（時間は現地発）�������
出発便名 発時分水木金土日月火
神戸ＳＫＹ１８２�：�○○○○○××
神戸ＳＫＹ１８６�：�○○○○△△○
札幌ＳＫＹ７９０�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９４�：�○○○○△○○
那覇ＳＫＹ５３４�：�△△△△△△△
福岡ＳＫＹ８３２�：�○○○○○○○
福岡ＳＫＹ８３６�：�○○○○○○○
上海９Ｃ８９８７�：�－○○○○○○
上海９Ｃ８７９５�：�－－○－△－－
深圳ＣＺ６０４１�：�－－－△○－－

修
復
さ
れ
た
長
島
家
跡
地
の

土
塀
＝
つ
く
ば
市
小
田

や
す
の
ぶ

　
つ
く
ば
市
小
田
に
あ
る
幕
末
の
農
政
学
者
、
長
島
尉
信
（
１
７
８
１
～
１
８
６
７
年
）
の
旧
家
「
長
島

家
跡
地
」
で
進
め
ら
れ
て
い
た
土
塀
修
復
作
業
が
完
了
し
、
�
日
、
お
披
露
目
式
が
開
か
れ
た
。
土
塀
は

当
初
、
観
光
駐
車
場
整
備
の
た
め
撤
去
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
が
、
住
民
の
要
望
を
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

造
園
業
者
ら
が
中
心
に
修
復
、
地
元
の
小
学
生
ら
も
手
伝
っ
て
完
成
さ
せ
た
。
関
係
者
は
「
地
域
の
歴
史

を
伝
え
、
郷
土
愛
を
育
む
場
に
し
た
い
」
と
活
用
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
尉
信
は
�
歳
の
時
、
旧

小
田
村
（
現
つ
く
ば
市
）

の
名
主
だ
っ
た
長
島
家
の

養
子
と
な
り
、
�
歳
で
隠

居
し
天
文
、
暦
学
、
測
量

な
ど
を
学
ん
だ
。
測
量
術

を
生
か
し
て
土
浦
城
の
修

復
な
ど
に
も
取
り
組
ん

だ
。

　
同
家
の
敷
地
は
２
０
１

２
年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
、

観
光
客
用
の
駐
車
場
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
、
残
っ
て
い
た
土
塀
も

全
て
撤
去
す
る
予
定
だ
っ

た
。
し
か
し
、
地
元
住
民

か
ら
「
地
域
の
歴
史
的
人

物
が
住
ん
だ
家
で
も
あ

り
、
土
塀
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
、
市
は
一
部

を
保
存
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
修
復
は
、
古
民
家
の
再

生
・
保
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

き

「
華
の
幹
」
（
飯
塚
洋
子

代
表
）
が
実
施
し
、
瓦
職

人
や
左
官
業
者
、
造
園
業

者
ら
が
協
力
。
保
存
す
る

土
塀
以
外
の
土
塀
の
土
や

瓦
を
活
用
し
た
。
近
く
の

市
立
小
田
小
の
５
年
生
が

地
元
の
歴
史
や
土
塀
な
ど

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、

土
こ
ね
や
土
塗
り
な
ど
の

作
業
も
体
験
し
た
。

　
土
塀
は
、
瓦
を
積
み
上

げ
て
作
る
「
信
長
塀
」
で

関
東
地
方
で
は
珍
し
い
。

一
枚
一
枚
が
手
作
り
と
み

ら
れ
る
３
種
類
の
瓦
が
使

わ
れ
て
い
た
。
約
�
㍍
の

う
ち
残
さ
れ
た
の
は
約
６

㍍
ほ
ど
で
、
高
さ
２
・
３

㍍
。
修
復
に
併
せ
、
同
家

の
歴
史
を
解
説
す
る
立
て

札
も
設
置
し
た
。

　
披
露
式
に
は
、
市
や
修

復
に
携
わ
っ
た
関
係
者
、

地
元
住
民
、
児
童
ら
約
�

人
が
完
成
を
祝
っ
た
。

　
小
田
小
５
年
の
相
島
世

音
里
さ
ん
（�
）は
「
土
こ

ね
が
力
が
必
要
で
大
変
だ

っ
た
。
塀
が
き
れ
い
に
な

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。
飯
塚
代
表
は

「
小
田
地
区
の
文
化
財
を

残
す
一
つ
の
指
針
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
た
。

（
飯
田
勉
）

本を作った学生たち。後列右端が坂井知

志教授。同列の左端が編集した大学院生

の小沼涼さん＝水戸市見和の常磐大学

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
か
ら
は
が
き
を
取
り
出
し
笑
顔
を
見
せ

る
女
性
＝
つ
く
ば
市
吾
妻
の
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
買
い
求
め

大
勢
の
人
た
ち
が
詰
め
掛
け
た
＝

�
日
午
前
�
時
ご
ろ
、
龍
ケ
崎
市

役
所

　
龍
ケ
崎
市
で
�
日
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
が
販
売
さ
れ
、
昼

前
に
全
４
万
セ
ッ
ト
が
完
売
し

た
。
２
万
セ
ッ
ト
を
用
意
し
た

市
役
所
庁
舎
に
は
、
午
前
７
時

で
約
３
０
０
人
が
並
ん
だ
こ
と

か
ら
、
販
売
を
２
時
間
早
め
同

８
時
に
開
始
し
た
。
急
き
ょ
整

理
券
も
配
っ
た
が
ピ
ー
ク
時
に

は
購
入
者
の
列
は
２
千
人
以
上

に
達
し
た
。

　
庁
舎
の
外
に
も
行
列
が
伸

び
、
同
９
時
半
ご
ろ
に
は
建
物

を
囲
む
ほ
ど
人
が
あ
ふ
れ
た
。

こ
の
日
は
炎
天
下
だ
っ
た
た

め
、
市
は
無
料
の
給
水
場
や
テ

ン
ト
を
設
置
、
保
健
師
も
待
機

さ
せ
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
販
売
状
況
を
定
期
的
に
提

供
し
た
。

　
並
ん
だ
人
た
ち
は
持
参
し
た

う
ち
わ
で
あ
お
い
だ
り
、
日
傘

を
差
し
て
暑
さ
と
戦
い
な
が
ら

順
番
を
待
っ
て
い
た
。
同
市
馴

馬
町
の
主
婦
（�
）
は
「
２
時
間

以
上
並
ん
で
や
っ
と
購
入
で
き

た
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
様
子
。

利
根
町
の
男
性
（�
）
は
「
妻
と

は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
が
多

す
ぎ
て
見
つ
か
ら
な
い
」
と
話

し
た
。

（
鹿
嶋
栄
寿
）

　
県
は
、
県
の
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
る
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
「
第
�
回
い
ば
ら

き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大

賞
」
の
募
集
を
始
め
た
。

本
県
や
県
内
地
域
の
知
名

度
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
貢

献
し
た
か
、
貢
献
が
見
込

め
る
お
お
む
ね
３
年
以
内

の
取
り
組
み
が
対
象
で
、

活
動
の
主
体
と
分
野
は
問

わ
な
い
。
自
薦
、
他
薦
ど

ち
ら
で
も
応
募
可
能
。

　
同
大
賞
実
行
委
員
会

（
委
員
長
・
橋
本
昌
知
事
）

が
審
査
し
、
大
賞
１
点
、

奨
励
賞
３
点
程
度
を
決
め

る
。
表
彰
式
は
来
年
２
月

ご
ろ
行
わ
れ
る
予
定
。

　
昨
年
度
の
大
賞
は
「
ひ

た
ち
海
浜
公
園
　
ネ
モ
フ

ィ
ラ
・
コ
キ
ア
の
絶
景
」

で
、
奨
励
賞
は
「
世
界
に

広
が
る
茨
城
　
常
陸
野
ネ

ス
ト
ビ
ー
ル
」
「
竜
神
大

吊
橋
と
日
本
一
の
バ
ン
ジ

ー
ジ
ャ
ン
プ
」
の
２
点
が

選
ば
れ
た
。

　
応
募
は
専
用
の
応
募
用

紙
に
よ
り
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
実
行
委
事
務
局

（
県
地
域
計
画
課
内
）
に

申
し
込
む
。
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
る
。
締
め
切

り
は
９
月
�
日
。

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、
常
陸
牛
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
３
袋
詰
め
合
わ
せ
を

�
人
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

県
大
洗
水
族
館
の
招
待
券

を
５
組
�
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
実
行

委
事
務
局
☎
０
２
９
（
３

０
１
）
２
７
３
２
。

　
法
務
省
人
事
（
�
日
）
札
幌

地
検
検
事
正
（
水
戸
地
検
検
事

正
）
高
崎
秀
雄
▽
水
戸
地
検
検

事
正
（
最
高
検
検
事
）
北
村
篤

　
【
水
戸
地
検
検
事
正
】

　
北
村
　
篤
氏
（
き
た
む
ら
・

あ
つ
し
）
東

大
卒
。
�
年

検
事
。
大
津

地
検
検
事
正

を
経
て
�
年

７
月
か
ら
最
高
検
検
事
。�
歳
。

兵
庫
県
出
身
。

　
日
立
市
小
木
津
町
の
レ
イ

コ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
（
吉
川

礼
子
代
表
）が
１
万
６
千
円
。

５
月
�
日
に
開
催
し
た
�
周

年
記
念
発
表
会
で
、
来
場
者

か
ら
善
意
を
募
っ
た
。
代
表

し
て
市
川
紅
さ
ん
、
石
井
未

来
さ
ん
、
佐
藤
泉
咲
さ
ん
、

丹
奈
菜
子
さ
ん
、
西
村
あ
か

り
さ
ん
＝
写
真
左
か
ら
＝
が

日
立
支
社
へ
届
け
た
。

（
○
＝
在
庁
　
●
＝
不
在
）

○
知
　
事
　
　
　
　
○
総
務
部
長

○
山
口
副
知
事
　
　
○
企
画
部
長

○
楠
田
副
知
事
　
　
○
生
活
環
境
部
長

○
企
業
局
長
　
　
　
○
保
健
福
祉
部
長

○
病
院
事
業
管
理
者
○
商
工
労
働
部
長

○
教
育
長
　
　
　
　
○
農
林
水
産
部
長

○
政
策
審
議
監
　
　
○
土
木
部
長

（
○
＝
在
庁
　
●
＝
不
在
）

水
　
戸
　
　
　
○
市
長
○
橋
本
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
田
尻
副
市
長

日
　
立
　
　
　
○
市
長
○
梶
山
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
横
山
副
市
長

土
　
浦
　
　
　
○
市
長
○
五
頭
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
小
泉
副
市
長

古
　
河
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

石
　
岡
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

結
　
城
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

龍
ケ
崎
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

下
　
妻
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
　
総
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
陸
太
田
　
　
○
市
長
○
副
市
長

高
　
萩
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

北
茨
城
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

笠
　
間
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

取
　
手
　
　
　
●
市
長
○
副
市
長

牛
　
久
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

つ
く
ば
　
　
　
○
市
長
○
岡
田
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
細
田
副
市
長

ひ
た
ち
な
か
　
○
市
長
○
副
市
長

鹿
　
嶋
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

潮
　
来
　
　
　
○
市
長

守
　
谷
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
陸
大
宮
　
　
○
市
長
○
副
市
長

那
　
珂
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

筑
　
西
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

坂
　
東
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

稲
　
敷
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

か
す
み
が
う
ら
○
市
長
○
副
市
長

桜
　
川
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

神
　
栖
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

行
　
方
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

鉾
　
田
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

つ
く
ば
み
ら
い
○
市
長
○
副
市
長

小
美
玉
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

　
２
０
０
０
年
に
封
入
し

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開

封
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
�

日
、
つ
く
ば
市
吾
妻
の
つ

く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
た
。
つ
く
ば
科
学

万
博
（
１
９
８
５
年
）
か

ら
�
年
を
祝
い
制
作
さ
れ

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
カ
プ

セ
ル
。
当
時
一
般
か
ら
公

募
し
た
約
２
千
枚
の
は
が

き
が
入
っ
て
お
り
、
来
館

者
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ

た
。

　
カ
プ
セ
ル
は
科
学
万
博

の
三
角
形
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
側
面
の
窓
か
ら
中
が

の
ぞ
け
る
構
造
。
同
セ
ン

タ
ー
内
で
�
年
間
、
展
示

・
保
管
さ
れ
て
き
た
。
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
開
封
者
に

選
ば
れ
た
万
博
フ
ァ
ン
６

人
が
１
人
ず
つ
ボ
ル
ト
を

外
し
、
最
後
に
田
中
敏
館

長
が
ふ
た
を
開
け
た
。

　
内
部
に
は
、
は
が
き
の

ほ
か
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

万
博
グ
ッ
ズ
が
納
め
ら

れ
、
来
館
者
が
手
伝
い
な

が
ら
丁
寧
に
取
り
出
し

た
。
開
封
者
の
一
人
、
東

京
都
の
会
社
員
、
庄
山
由

多
加
さ
ん
（�
）
は
「
ボ
ル

ト
が
き
つ
く
て
外
す
の
に

苦
労
し
た
が
、
そ
れ
も
�

年
前
に
は
が
き
を
書
い
た

人
の
気
持
ち
の
重
さ
に
感

じ
た
。
万
博
の
思
い
出
は

今
も
大
切
に
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
取
り
出
し
た
は
が
き

は
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し

た
上
で
�
日
に
発
送
さ
れ

る
。
ま
た
、
２
０
５
０
年

の
開
封
に
向
け
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
も
う
一
度
封
入

す
る
計
画
で
、
現
在
新
た

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
９
月
�

日
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
９
（
８
５

８
）
１
１
０
０
。

（
今
橋
憲
正
）

◇

　
県
造
園
建
設
業
協
会
鹿
行

支
部
（
磯
内
克
郎
支
部
長
）

が
２
万
５
７
１
０
円
。
５
月

�
日
に
鹿
島
灘
海
浜
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
県
緑
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
苔
玉
（
こ

け
だ
ま
）
と
竹
鉢
制
作
体
験

の
料
金
を
集
め
た
。「
緑
化
を

愛
す
る
人
た
ち
の
善
意
と
し

て
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
、
磯

内
支
部
長
と
安
重
勝
理
事
＝

写
真
右
か
ら
＝
が
鹿
嶋
支
社

に
届
け
た
。

◇

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品

（
大
槻
眞
人
社
長
）
が
�
万

円
。
業
者
親
睦
会
お
よ
び
社

内
振
興
会
か
ら
の
善
意
金
。

大
槻
正
毅
専
務
と
出
津
裕
士

業
務
本
部
次
長
＝
写
真
右
か

ら
＝
が
「
災
害
復
興
や
福
祉

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
鹿

嶋
支
社
に
寄
託
し
た
。

◇

　
古
河
市
の
諸
川
中
央
医
院

（
酒
井
慎
介
理
事
長
）
が
１

万
３
３
９
８
円
。
６
月
７
日

に
猿
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
第
�
回
理
事
長
杯
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
。
会
費
の
一

部
を
酒
井
理
事
長
＝
写
真
前

列
右
＝
と
、塚
本
公
也
さ
ん
、

佛
谷
郁
雄
さ
ん
、
堤
和
夫
さ

ん
、
小
口
真
弓
さ
ん
が
代
表

し
て
寄
託
し
た
。

◇

　
笠
間
市
笠
間
の
県
立
笠
間

高
（
横
須
賀
義
章
校
長
）
が

�
万
円
。
市
内
で
行
わ
れ
た

昨
年
�
月
の
「笠
間
浪
漫
（ろ

ま
ん
）
」と
今
年
６
月
の
「道

の
市
」
の
各
イ
ベ
ン
ト
で
生

徒
の
陶
芸
作
品
を
販
売
し
、

売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
し

た
。
美
術
科
３
年
の
大
場
暁

史
さ
ん
（�
）
ら
生
徒
と
教
諭

計
７
人
＝
写
真
＝
が
同
校
を

代
表
し
笠
間
支
局
に
届
け

た
。

　
水
戸
市
見
和
１
丁
目
の

常
磐
大
学
、
同
大
学
院
の

坂
井
知
志
教
授
と
ゼ
ミ
や

講
義
を
受
講
す
る
大
学

院
、
大
学
生
た
ち
が
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
を
念
頭

に
、
「
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
の

日
に
大
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
防

災
学
習
読
本
を
製
作
。
大

手
取
り
次
ぎ
２
社
の
扱
い

で
�
日
か
ら
全
国
販
売
す

る
。

　
本
は
「
大
地
震
に
備
え

る
！
防
災
学
習
読
本
　
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
日
に
大
地
震
が
起

き
た
ら
ど
う
す
る
か
!?
～

学
生
と
紡
い
だ
物
語
～
」

（
坂
井
知
志
・
小
沼
涼
＝

編
・
著
、
Ｂ
５
判
変
形
１

０
３
㌻
、
税
込
み
１
０
０

０
円
）
。
日
本
地
域
社
会

研
究
所
（
本
社
・
東
京
）

発
行
。
第
１
刷
１
０
０
０

部
。

　
坂
井
教
授
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
の
「
基
礎

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
受
講
生

全
員
と
、
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
概
論
」
の
受
講
生
が
実

際
の
本
作
り
を
担
っ
た
。

　
同
書
は
第
１
部
の
「
学

生
が
紡
い
だ
物
語
」
と
同

大
学
院
で
行
っ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
演
習

の
概
要
を
ま
と
め
た
２
部

構
成
。
第
１
部
の
「
学
生

が
紡
い
だ
物
語
」
は
坂
井

教
授
が
２
０
２
０
年
、
東

京
五
輪
開
幕
日
の
朝
、
相

模
湾
を
震
源
と
す
る
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
都
下
に

甚
大
な
被
害
が
出
た
と
い

う
設
定
を
提
案
。
�
年
の

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し

た
学
生
た
ち
が
班
別
に
分

か
れ
て
物
語
の
細
部
を
構

築
し
た
。

　
物
語
で
は
、
近
所
に
祖

父
が
暮
ら
す
都
下
の
共
働

き
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

を
想
定
。
母
親
が
都
職
員

で
、
中
学
生
の
長
男
と
幼

い
女
の
子
、
柴
犬
１
匹
を

飼
う
４
人
家
族
を
主
人
公

に
被
災
当
日
を
主
人
公
た

ち
の
目
線
で
追
い
な
が

ら
、
発
生
直
後
に
ど
ん
な

行
動
を
行
う
か
を
刻
々
入

る
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
情

報
を
基
に
し
た
都
の
災
害

対
策
本
部
の
対
応
な
ど
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
将

来
利
用
に
む
け
て
電
子
デ

ー
タ
を
長
期
保
存
、
引
き

出
し
や
す
く
整
理
す
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
情

報
を
駆
使
し
、
行
政
と
都

民
が
大
地
震
に
立
ち
向

か
い
、
ど
う
減
災
を
実
現

し
て
い
く
か
を
ま
と
め

た
。

　
本
の
挿
絵
を
描
い
た
基

礎
ゼ
ミ
の
楯
佳
織
さ
ん
は

「
う
ち
の
犬
を
参
考
に
柴

犬
の
様
子
を
�
種
類
描

き
、
小
沼
さ
ん
に
三
つ
採

用
さ
れ
た
」
。
デ
ー
タ
収

集
や
登
場
人
物
の
細
部
づ

く
り
、
校
閲
作
業
な
ど
に

各
班
で
分
担
し
て
当
た
っ

た
楯
さ
ん
を
含
む
高
野
愛

梨
、
青
木
美
樹
、
林
優
希

さ
ん
の
４
人
は
「
ど
こ
ま

で
調
べ
て
、
ど
う
利
用
す

る
か
自
分
た
ち
で
決
め
る

の
に
悩
ん
だ
」
と
振
り
返

っ
た
。

　
学
生
ら
は
、物
語
で
「
予

備
公
務
員
」
と
い
う
概
念

を
創
作
。
自
治
会
や
一
般

市
民
が
登
録
し
端
末
を
も

ら
っ
て
、
災
害
時
に
分
担

し
て
住
民
の
避
難
誘
導
や

現
場
の
支
援
や
地
域
の
被

害
状
況
を
収
拾
す
る
新
制

度
を
提
案
し
て
い
る
。

　
坂
井
教
授
は
「
大
地
震

の
防
災
、
減
災
で
は
よ
り

多
く
の
人
々
が
『
助
け

る
側
』
に
回
る
と
い
う
の

が
必
要
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
は
そ
の
時
、
情
報

発
信
や
共
有
で
、
個
人
と

個
人
、
行
政
と
個
人
、
自

治
体
同
士
を
つ
な
ぐ
道
具

と
な
り
う
る
」
と
話
し
て

い
た
。

（
萩
庭
健
司
）
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※
那
覇
便
は
神
戸
経
由
。
予
約
の
際
は
航
空
会
社
に
問
い
合
わ

せ
を
。出
発
時
間
は
掲
載
日
翌
日
の
も
の
で
変
更
の
場
合
あ
り
。

Ｓ
Ｋ
Ｙ
（
ス
カ
イ
マ
ー
ク
）
０
５
７
０
（
０
３
９
）
２
８
３

９
Ｃ
（
春
秋
航
空
）
０
５
７
０
（
６
６
６
）
１
８
８

Ｃ
Ｚ
（
中
国
南
方
航
空
）
０
５
７
０
（
０
９
５
）
５
３
９

茨
城
空
港
発
着
便
予
約
状
況
（
�
日
）

○
空
席
あ
り

△
残
席
わ
ず
か

×
満
席

－
便
な
し

茨城発 �������
行先便名 発時分水木金土日月火
神戸ＳＫＹ１８３�：�○○○××××
神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９１�：�○○△×○○○
札幌ＳＫＹ７９５�：�○○○○○○○
那覇ＳＫＹ５３３�：�○△△△△××
福岡ＳＫＹ８３１�：�○○△○○○○
福岡ＳＫＹ８３５�：�○○○○○○○
上海９Ｃ８９８８�：�－○○○○○○
上海９Ｃ８７９６�：�－－○－○－－
深圳ＣＺ６０４２�：�－－－○○－－

茨城着（時間は現地発）�������
出発便名 発時分水木金土日月火
神戸ＳＫＹ１８２�：�○○○○○××
神戸ＳＫＹ１８６�：�○○○○△△○
札幌ＳＫＹ７９０�：�○○○○○○○
札幌ＳＫＹ７９４�：�○○○○△○○
那覇ＳＫＹ５３４�：�△△△△△△△
福岡ＳＫＹ８３２�：�○○○○○○○
福岡ＳＫＹ８３６�：�○○○○○○○
上海９Ｃ８９８７�：�－○○○○○○
上海９Ｃ８７９５�：�－－○－△－－
深圳ＣＺ６０４１�：�－－－△○－－

修
復
さ
れ
た
長
島
家
跡
地
の

土
塀
＝
つ
く
ば
市
小
田

や
す
の
ぶ

　
つ
く
ば
市
小
田
に
あ
る
幕
末
の
農
政
学
者
、
長
島
尉
信
（
１
７
８
１
～
１
８
６
７
年
）
の
旧
家
「
長
島

家
跡
地
」
で
進
め
ら
れ
て
い
た
土
塀
修
復
作
業
が
完
了
し
、
�
日
、
お
披
露
目
式
が
開
か
れ
た
。
土
塀
は

当
初
、
観
光
駐
車
場
整
備
の
た
め
撤
去
さ
れ
る
計
画
だ
っ
た
が
、
住
民
の
要
望
を
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

造
園
業
者
ら
が
中
心
に
修
復
、
地
元
の
小
学
生
ら
も
手
伝
っ
て
完
成
さ
せ
た
。
関
係
者
は
「
地
域
の
歴
史

を
伝
え
、
郷
土
愛
を
育
む
場
に
し
た
い
」
と
活
用
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
尉
信
は
�
歳
の
時
、
旧

小
田
村
（
現
つ
く
ば
市
）

の
名
主
だ
っ
た
長
島
家
の

養
子
と
な
り
、
�
歳
で
隠

居
し
天
文
、
暦
学
、
測
量

な
ど
を
学
ん
だ
。
測
量
術

を
生
か
し
て
土
浦
城
の
修

復
な
ど
に
も
取
り
組
ん

だ
。

　
同
家
の
敷
地
は
２
０
１

２
年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
、

観
光
客
用
の
駐
車
場
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
、
残
っ
て
い
た
土
塀
も

全
て
撤
去
す
る
予
定
だ
っ

た
。
し
か
し
、
地
元
住
民

か
ら
「
地
域
の
歴
史
的
人

物
が
住
ん
だ
家
で
も
あ

り
、
土
塀
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
、
市
は
一
部

を
保
存
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
修
復
は
、
古
民
家
の
再

生
・
保
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

き

「
華
の
幹
」
（
飯
塚
洋
子

代
表
）
が
実
施
し
、
瓦
職

人
や
左
官
業
者
、
造
園
業

者
ら
が
協
力
。
保
存
す
る

土
塀
以
外
の
土
塀
の
土
や

瓦
を
活
用
し
た
。
近
く
の

市
立
小
田
小
の
５
年
生
が

地
元
の
歴
史
や
土
塀
な
ど

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、

土
こ
ね
や
土
塗
り
な
ど
の

作
業
も
体
験
し
た
。

　
土
塀
は
、
瓦
を
積
み
上

げ
て
作
る
「
信
長
塀
」
で

関
東
地
方
で
は
珍
し
い
。

一
枚
一
枚
が
手
作
り
と
み

ら
れ
る
３
種
類
の
瓦
が
使

わ
れ
て
い
た
。
約
�
㍍
の

う
ち
残
さ
れ
た
の
は
約
６

㍍
ほ
ど
で
、
高
さ
２
・
３

㍍
。
修
復
に
併
せ
、
同
家

の
歴
史
を
解
説
す
る
立
て

札
も
設
置
し
た
。

　
披
露
式
に
は
、
市
や
修

復
に
携
わ
っ
た
関
係
者
、

地
元
住
民
、
児
童
ら
約
�

人
が
完
成
を
祝
っ
た
。

　
小
田
小
５
年
の
相
島
世

音
里
さ
ん
（
�
）
は
「
土
こ

ね
が
力
が
必
要
で
大
変
だ

っ
た
。
塀
が
き
れ
い
に
な

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。
飯
塚
代
表
は

「
小
田
地
区
の
文
化
財
を

残
す
一
つ
の
指
針
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を
込
め
た
。

（
飯
田
勉
）

本を作った学生たち。後列右端が坂井知

志教授。同列の左端が編集した大学院生

の小沼涼さん＝水戸市見和の常磐大学

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
か
ら
は
が
き
を
取
り
出
し
笑
顔
を
見
せ

る
女
性
＝
つ
く
ば
市
吾
妻
の
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
買
い
求
め

大
勢
の
人
た
ち
が
詰
め
掛
け
た
＝

�
日
午
前
�
時
ご
ろ
、
龍
ケ
崎
市

役
所

　
龍
ケ
崎
市
で
�
日
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
が
販
売
さ
れ
、
昼

前
に
全
４
万
セ
ッ
ト
が
完
売
し

た
。
２
万
セ
ッ
ト
を
用
意
し
た

市
役
所
庁
舎
に
は
、
午
前
７
時

で
約
３
０
０
人
が
並
ん
だ
こ
と

か
ら
、
販
売
を
２
時
間
早
め
同

８
時
に
開
始
し
た
。
急
き
ょ
整

理
券
も
配
っ
た
が
ピ
ー
ク
時
に

は
購
入
者
の
列
は
２
千
人
以
上

に
達
し
た
。

　
庁
舎
の
外
に
も
行
列
が
伸

び
、
同
９
時
半
ご
ろ
に
は
建
物

を
囲
む
ほ
ど
人
が
あ
ふ
れ
た
。

こ
の
日
は
炎
天
下
だ
っ
た
た

め
、
市
は
無
料
の
給
水
場
や
テ

ン
ト
を
設
置
、
保
健
師
も
待
機

さ
せ
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
販
売
状
況
を
定
期
的
に
提

供
し
た
。

　
並
ん
だ
人
た
ち
は
持
参
し
た

う
ち
わ
で
あ
お
い
だ
り
、
日
傘

を
差
し
て
暑
さ
と
戦
い
な
が
ら

順
番
を
待
っ
て
い
た
。
同
市
馴

馬
町
の
主
婦
（�
）は
「
２
時
間

以
上
並
ん
で
や
っ
と
購
入
で
き

た
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
様
子
。

利
根
町
の
男
性
（�
）は
「
妻
と

は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
が
多

す
ぎ
て
見
つ
か
ら
な
い
」
と
話

し
た
。

（
鹿
嶋
栄
寿
）

　
県
は
、
県
の
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
る
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
「
第
�
回
い
ば
ら

き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大

賞
」
の
募
集
を
始
め
た
。

本
県
や
県
内
地
域
の
知
名

度
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
貢

献
し
た
か
、
貢
献
が
見
込

め
る
お
お
む
ね
３
年
以
内

の
取
り
組
み
が
対
象
で
、

活
動
の
主
体
と
分
野
は
問

わ
な
い
。
自
薦
、
他
薦
ど

ち
ら
で
も
応
募
可
能
。

　
同
大
賞
実
行
委
員
会

（委
員
長
・
橋
本
昌
知
事
）

が
審
査
し
、
大
賞
１
点
、

奨
励
賞
３
点
程
度
を
決
め

る
。
表
彰
式
は
来
年
２
月

ご
ろ
行
わ
れ
る
予
定
。

　
昨
年
度
の
大
賞
は
「
ひ

た
ち
海
浜
公
園
　
ネ
モ
フ

ィ
ラ
・
コ
キ
ア
の
絶
景
」

で
、
奨
励
賞
は
「
世
界
に

広
が
る
茨
城
　
常
陸
野
ネ

ス
ト
ビ
ー
ル
」
「
竜
神
大

吊
橋
と
日
本
一
の
バ
ン
ジ

ー
ジ
ャ
ン
プ
」
の
２
点
が

選
ば
れ
た
。

　
応
募
は
専
用
の
応
募
用

紙
に
よ
り
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
実
行
委
事
務
局

（
県
地
域
計
画
課
内
）
に

申
し
込
む
。
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
る
。
締
め
切

り
は
９
月
�
日
。

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、
常
陸
牛
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
３
袋
詰
め
合
わ
せ
を

�
人
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド

県
大
洗
水
族
館
の
招
待
券

を
５
組
�
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
実
行

委
事
務
局
☎
０
２
９
（
３

０
１
）
２
７
３
２
。

　
法
務
省
人
事
（
�
日
）
札
幌

地
検
検
事
正
（
水
戸
地
検
検
事

正
）
高
崎
秀
雄
▽
水
戸
地
検
検

事
正
（
最
高
検
検
事
）
北
村
篤

　
【
水
戸
地
検
検
事
正
】

　
北
村
　
篤
氏
（
き
た
む
ら
・

あ
つ
し
）
東

大
卒
。
�
年

検
事
。
大
津

地
検
検
事
正

を
経
て
�
年

７
月
か
ら
最
高
検
検
事
。
�
歳
。

兵
庫
県
出
身
。

　
日
立
市
小
木
津
町
の
レ
イ

コ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
（
吉
川

礼
子
代
表
）が
１
万
６
千
円
。

５
月
�
日
に
開
催
し
た
�
周

年
記
念
発
表
会
で
、
来
場
者

か
ら
善
意
を
募
っ
た
。
代
表

し
て
市
川
紅
さ
ん
、
石
井
未

来
さ
ん
、
佐
藤
泉
咲
さ
ん
、

丹
奈
菜
子
さ
ん
、
西
村
あ
か

り
さ
ん
＝
写
真
左
か
ら
＝
が

日
立
支
社
へ
届
け
た
。

（
○
＝
在
庁
　
●
＝
不
在
）

○
知
　
事
　
　
　
　
○
総
務
部
長

○
山
口
副
知
事
　
　
○
企
画
部
長

○
楠
田
副
知
事
　
　
○
生
活
環
境
部
長

○
企
業
局
長
　
　
　
○
保
健
福
祉
部
長

○
病
院
事
業
管
理
者
○
商
工
労
働
部
長

○
教
育
長
　
　
　
　
○
農
林
水
産
部
長

○
政
策
審
議
監
　
　
○
土
木
部
長

（
○
＝
在
庁
　
●
＝
不
在
）

水
　
戸
　
　
　
○
市
長
○
橋
本
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
田
尻
副
市
長

日
　
立
　
　
　
○
市
長
○
梶
山
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
横
山
副
市
長

土
　
浦
　
　
　
○
市
長
○
五
頭
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
小
泉
副
市
長

古
　
河
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

石
　
岡
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

結
　
城
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

龍
ケ
崎
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

下
　
妻
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
　
総
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
陸
太
田
　
　
○
市
長
○
副
市
長

高
　
萩
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

北
茨
城
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

笠
　
間
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

取
　
手
　
　
　
●
市
長
○
副
市
長

牛
　
久
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

つ
く
ば
　
　
　
○
市
長
○
岡
田
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
細
田
副
市
長

ひ
た
ち
な
か
　
○
市
長
○
副
市
長

鹿
　
嶋
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

潮
　
来
　
　
　
○
市
長

守
　
谷
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

常
陸
大
宮
　
　
○
市
長
○
副
市
長

那
　
珂
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

筑
　
西
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

坂
　
東
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

稲
　
敷
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

か
す
み
が
う
ら
○
市
長
○
副
市
長

桜
　
川
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

神
　
栖
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

行
　
方
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

鉾
　
田
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

つ
く
ば
み
ら
い
○
市
長
○
副
市
長

小
美
玉
　
　
　
○
市
長
○
副
市
長

　
２
０
０
０
年
に
封
入
し

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開

封
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
�

日
、
つ
く
ば
市
吾
妻
の
つ

く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
た
。
つ
く
ば
科
学

万
博
（
１
９
８
５
年
）
か

ら
�
年
を
祝
い
制
作
さ
れ

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
カ
プ

セ
ル
。
当
時
一
般
か
ら
公

募
し
た
約
２
千
枚
の
は
が

き
が
入
っ
て
お
り
、
来
館

者
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ

た
。

　
カ
プ
セ
ル
は
科
学
万
博

の
三
角
形
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
側
面
の
窓
か
ら
中
が

の
ぞ
け
る
構
造
。
同
セ
ン

タ
ー
内
で
�
年
間
、
展
示

・
保
管
さ
れ
て
き
た
。
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
開
封
者
に

選
ば
れ
た
万
博
フ
ァ
ン
６

人
が
１
人
ず
つ
ボ
ル
ト
を

外
し
、
最
後
に
田
中
敏
館

長
が
ふ
た
を
開
け
た
。

　
内
部
に
は
、
は
が
き
の

ほ
か
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

万
博
グ
ッ
ズ
が
納
め
ら

れ
、
来
館
者
が
手
伝
い
な

が
ら
丁
寧
に
取
り
出
し

た
。
開
封
者
の
一
人
、
東

京
都
の
会
社
員
、
庄
山
由

多
加
さ
ん
（�
）は
「
ボ
ル

ト
が
き
つ
く
て
外
す
の
に

苦
労
し
た
が
、
そ
れ
も
�

年
前
に
は
が
き
を
書
い
た

人
の
気
持
ち
の
重
さ
に
感

じ
た
。
万
博
の
思
い
出
は

今
も
大
切
に
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
取
り
出
し
た
は
が
き

は
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し

た
上
で
�
日
に
発
送
さ
れ

る
。
ま
た
、
２
０
５
０
年

の
開
封
に
向
け
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
も
う
一
度
封
入

す
る
計
画
で
、
現
在
新
た

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
９
月
�

日
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
☎
０
２
９
（
８
５

８
）
１
１
０
０
。

（
今
橋
憲
正
）

◇

　
県
造
園
建
設
業
協
会
鹿
行

支
部
（
磯
内
克
郎
支
部
長
）

が
２
万
５
７
１
０
円
。
５
月

�
日
に
鹿
島
灘
海
浜
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
県
緑
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
苔
玉
（
こ

け
だ
ま
）
と
竹
鉢
制
作
体
験

の
料
金
を
集
め
た
。「緑
化
を

愛
す
る
人
た
ち
の
善
意
と
し

て
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、磯

内
支
部
長
と
安
重
勝
理
事
＝

写
真
右
か
ら
＝
が
鹿
嶋
支
社

に
届
け
た
。

◇

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品

（
大
槻
眞
人
社
長
）
が
�
万

円
。
業
者
親
睦
会
お
よ
び
社

内
振
興
会
か
ら
の
善
意
金
。

大
槻
正
毅
専
務
と
出
津
裕
士

業
務
本
部
次
長
＝
写
真
右
か

ら
＝
が
「
災
害
復
興
や
福
祉

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
鹿

嶋
支
社
に
寄
託
し
た
。

◇

　
古
河
市
の
諸
川
中
央
医
院

（
酒
井
慎
介
理
事
長
）
が
１

万
３
３
９
８
円
。
６
月
７
日

に
猿
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
第
�
回
理
事
長
杯
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
。
会
費
の
一

部
を
酒
井
理
事
長
＝
写
真
前

列
右
＝
と
、塚
本
公
也
さ
ん
、

佛
谷
郁
雄
さ
ん
、
堤
和
夫
さ

ん
、
小
口
真
弓
さ
ん
が
代
表

し
て
寄
託
し
た
。

◇

　
笠
間
市
笠
間
の
県
立
笠
間

高
（
横
須
賀
義
章
校
長
）
が

�
万
円
。
市
内
で
行
わ
れ
た

昨
年
�
月
の
「笠
間
浪
漫
（ろ

ま
ん
）
」と
今
年
６
月
の
「道

の
市
」
の
各
イ
ベ
ン
ト
で
生

徒
の
陶
芸
作
品
を
販
売
し
、

売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
し

た
。
美
術
科
３
年
の
大
場
暁

史
さ
ん
（�
）ら
生
徒
と
教
諭

計
７
人
＝
写
真
＝
が
同
校
を

代
表
し
笠
間
支
局
に
届
け

た
。

　
水
戸
市
見
和
１
丁
目
の

常
磐
大
学
、
同
大
学
院
の

坂
井
知
志
教
授
と
ゼ
ミ
や

講
義
を
受
講
す
る
大
学

院
、
大
学
生
た
ち
が
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
を
念
頭

に
、
「
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
の

日
に
大
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
防

災
学
習
読
本
を
製
作
。
大

手
取
り
次
ぎ
２
社
の
扱
い

で
�
日
か
ら
全
国
販
売
す

る
。

　
本
は
「
大
地
震
に
備
え

る
！
防
災
学
習
読
本
　
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
日
に
大
地
震
が
起

き
た
ら
ど
う
す
る
か
!?
～

学
生
と
紡
い
だ
物
語
～
」

（
坂
井
知
志
・
小
沼
涼
＝

編
・
著
、
Ｂ
５
判
変
形
１

０
３
㌻
、
税
込
み
１
０
０

０
円
）
。
日
本
地
域
社
会

研
究
所
（
本
社
・
東
京
）

発
行
。
第
１
刷
１
０
０
０

部
。

　
坂
井
教
授
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
の
「
基
礎

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
受
講
生

全
員
と
、
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
概
論
」
の
受
講
生
が
実

際
の
本
作
り
を
担
っ
た
。

　
同
書
は
第
１
部
の
「
学

生
が
紡
い
だ
物
語
」
と
同

大
学
院
で
行
っ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
演
習

の
概
要
を
ま
と
め
た
２
部

構
成
。
第
１
部
の
「
学
生

が
紡
い
だ
物
語
」
は
坂
井

教
授
が
２
０
２
０
年
、
東

京
五
輪
開
幕
日
の
朝
、
相

模
湾
を
震
源
と
す
る
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
都
下
に

甚
大
な
被
害
が
出
た
と
い

う
設
定
を
提
案
。
�
年
の

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し

た
学
生
た
ち
が
班
別
に
分

か
れ
て
物
語
の
細
部
を
構

築
し
た
。

　
物
語
で
は
、
近
所
に
祖

父
が
暮
ら
す
都
下
の
共
働

き
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

を
想
定
。
母
親
が
都
職
員

で
、
中
学
生
の
長
男
と
幼

い
女
の
子
、
柴
犬
１
匹
を

飼
う
４
人
家
族
を
主
人
公

に
被
災
当
日
を
主
人
公
た

ち
の
目
線
で
追
い
な
が

ら
、
発
生
直
後
に
ど
ん
な

行
動
を
行
う
か
を
刻
々
入

る
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
情

報
を
基
に
し
た
都
の
災
害

対
策
本
部
の
対
応
な
ど
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
将

来
利
用
に
む
け
て
電
子
デ

ー
タ
を
長
期
保
存
、
引
き

出
し
や
す
く
整
理
す
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
情

報
を
駆
使
し
、
行
政
と
都

民
が
大
地
震
に
立
ち
向

か
い
、
ど
う
減
災
を
実
現

し
て
い
く
か
を
ま
と
め

た
。

　
本
の
挿
絵
を
描
い
た
基

礎
ゼ
ミ
の
楯
佳
織
さ
ん
は

「
う
ち
の
犬
を
参
考
に
柴

犬
の
様
子
を
�
種
類
描

き
、
小
沼
さ
ん
に
三
つ
採

用
さ
れ
た
」
。
デ
ー
タ
収

集
や
登
場
人
物
の
細
部
づ

く
り
、
校
閲
作
業
な
ど
に

各
班
で
分
担
し
て
当
た
っ

た
楯
さ
ん
を
含
む
高
野
愛

梨
、
青
木
美
樹
、
林
優
希

さ
ん
の
４
人
は
「
ど
こ
ま

で
調
べ
て
、
ど
う
利
用
す

る
か
自
分
た
ち
で
決
め
る

の
に
悩
ん
だ
」
と
振
り
返

っ
た
。

　
学
生
ら
は
、
物
語
で
「
予

備
公
務
員
」
と
い
う
概
念

を
創
作
。
自
治
会
や
一
般

市
民
が
登
録
し
端
末
を
も

ら
っ
て
、
災
害
時
に
分
担

し
て
住
民
の
避
難
誘
導
や

現
場
の
支
援
や
地
域
の
被

害
状
況
を
収
拾
す
る
新
制

度
を
提
案
し
て
い
る
。

　
坂
井
教
授
は
「
大
地
震

の
防
災
、
減
災
で
は
よ
り

多
く
の
人
々
が
『
助
け

る
側
』
に
回
る
と
い
う
の

が
必
要
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
は
そ
の
時
、
情
報

発
信
や
共
有
で
、
個
人
と

個
人
、
行
政
と
個
人
、
自

治
体
同
士
を
つ
な
ぐ
道
具

と
な
り
う
る
」
と
話
し
て

い
た
。

（
萩
庭
健
司
）

（��）地 域Ａ版　第三種郵便物認可� � � �����年（平成２７年）�月��日　　火曜日

2015.7.21 茨城新聞に掲載


